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 天候に恵まれた１１日、順延されて

いた熊の子保育園運動会が開催され

ま         ました。０歳児      

のハイハイ競 
争や３歳児の 
竹渡り、４歳児 
の竹登りなど 
多彩な競技が 
行われました。 

１０月１日は国保保険証の切り替え日です。９月末現在の沼田市の国

民健康保険被保険者は、一般９,３４８世帯、退職４０２世帯で計９,７５

０世帯、前年比１７２世帯減、一般１８,２５６人、退職９４６人、計１

９,２０２人で、前年比５１３人減です。 
資格証明書交付（保険証未交付）は８８世帯と報告されました。短期

被保険者証交付数は、２１３世帯です。 
日本共産党は、資格証明書では病院窓口で医療費の全額を払わなけれ

ばならないので、所得の低い人ほど病院にかかりづらくなり、保険税滞

納者に制裁措置として資格証明書を発行するのは、いのちにかかわる重

大な弱いものいじめに他ならないとして、即刻中止するよう要求してい

ます。 

しかし、乗合タクシー利用者をはじめ、地域の多くの住民の声を代弁し

た日本共産党議員の質問に星野市長は、「バス路線の総合的な見直しの中

で、対応していきたい、すき間対策としては、65 歳以上の利用者に限って、

福祉タクシー券で対応したい」と答えざるを得ませんでした。 
今回、岩本線と南郷線の見直しの中で、来年 4 月から川田・鷺石地域の

運行が再開される見通しになりました。市は、3 往復程 
度を考えているようです。また、路線バス空白地区だっ 
た上野・屋形原・輪組地域にも新路線として乗り入れる 
計画です。 

さらに、同じく昨年休止された奈良・秋塚地区や宇楚 
井・原地区も引き続き迦葉山線と佐山線の見直しの中で 
復活させる計画です。 
 

 多くの反対を押し切って、星野市政が昨

年の９月末で休止させた乗合タクシー。

「乗合タクシーを存続させる会」（代表 

川田地区 原二次男氏、 薄根地区 野村

利二氏）は、川田、薄根、池田などの多く

の住民の署名を添えて沼田市議会に「乗合

タクシーの存続を求める陳情書」を提出し

ましたが、無情にも不採択にされました。 
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１０月９・１０・１１日の３日間、 
沼田小学校屋内運動場及び校庭で開催 
された「産業展示即売会」が天候にも 
恵まれ大盛況でした。 

１０日は、早朝まで降り続いた雨に 
より市民大運動会が中止になり、市民 
がこちらにどっと集まったようでした。 

昨年９月まで川田・薄根・

池田地域のバス空白地域を

走っていた乗合タクシー 
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